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大
徳
寺
伝
来
の
五
百
羅
漢
図
は
早
く
に
学
界
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
本
書
の
出
版
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
作
品
が
依
然
と
し
て
非
常
に
豊
か
な

研
究
価
値
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
知
識
は
、
そ
の
一
部
分
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
六
幅
を
除
い
て
都
合
九
十
四
幅
が
現
存
す
る
大
徳
寺
五
百
羅
漢
図
は
、
当
初
の
完
備
し
た
全
体
像
に
最
も
近
い
姿
で
現
存
す
る
宋
代

の
羅
漢
図
で
あ
り
、
羅
漢
信
仰
の
中
国
の
十
二
、三
世
紀
に
お
け
る
発
展
状
況
を
理
解
す
る
た
め
の
、
最
も
直
接
的
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
水
陸
道
場

で
用
い
る
た
め
の
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
当
然
な
が
ら
、「
羅
漢
供
」
幅
に
見
ら
れ
る
儀
式
、
ひ
い
て
は
当
時
に
お
け
る
仏
教
寺
院
の
生
活
に
つ
い
て
、
文
献
上
で
は

知
る
こ
と
の
で
き
な
い
視
覚
的
な
記
録
を
留
め
て
い
る
こ
と
に
主
な
意
義
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
今
回
の
出
版
で
他
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
新
開
発
の
光
学
的
な

撮
影
手
法
に
よ
っ
て
、
従
来
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
画
面
上
の
銘
文
が
、
総
計
四
十
八
幅
か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
銘
文
は
、
豊
か

な
賛
助
者
に
関
す
る
資
料
を
提
供
し
、
当
時
の
寧
波
地
方
に
お
け
る
士
人
文
化
の
実
際
の
活
動
を
深
く
理
解
す
る
た
め
の
拠
り
所
と
な
り
、
今
日
の
宋
代

文
化
史
を
テ
ー
マ
と
す
る
討
論
の
手
助
け
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
が
将
来
に
提
供
す
る
豊
か
な
可
能
性
に
か
ん
が
み
る
と
き
、
本
書
は
、
こ
の
十
年
来
の
芸
術
及
び
文
化
史
の
領
域
に
お
け
る
も
っ
と
も
注
目

に
値
す
る
出
版
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

■ 

こ
の
十
年
来
も
っ
と
も
注
目
に
値
す
る 

■ 

　
　石 

守
謙 

（
元
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
院
長
）

　

こ
の
度
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
の
奈
良
国
立
博
物
館
と
東
京
文
化
財
研
究
所
と
に
よ
る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
満
を
持
し
て
大

徳
寺
伝
来
の
五
百
羅
漢
図
に
つ
い
て
版
を
Ｂ
４
の
大
き
さ
で
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
待
ち
焦
が
れ
た
研
究
報
告
書
だ
け
に
嬉
し
さ
も
一
入
で
す
。

　

大
徳
寺
本
五
百
羅
漢
図
が
中
国
の
南
宋
時
代
に
あ
っ
て
描
い
た
画
家
が
仏
画
家
の
林
庭
珪
と
そ
の
系
統
の
画
家
及
び
周
季
常
と
そ
の
系
統
の
画
家
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
制
作
年
代
が
淳
煕
五
年
（
一
一
七
八
）
か
ら
十
五
年
（
一
一
八
八
）
の
お
よ
そ
十
年
間
で
描
か
れ
た
こ
と
が
金
泥
の
銘
記
か
ら
知
ら
れ
、

そ
の
具
勝
で
豊
麗
な
賦
彩
や
逆
に
峻
厳
な
墨
法
は
日
本
の
当
代
に
お
け
る
絵
画
の
展
開
を
考
え
る
上
で
基
準
作
例
と
な
り
も
っ
と
重
要
視
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

　

報
告
書
は
高
精
細
に
よ
る
鮮
明
な
画
像
が
紙
面
に
大
き
く
収
め
ら
れ
、
加
え
て
部
分
図
が
加
え
ら
れ
、
し
か
も
羅
漢
図
に
は
そ
れ
ぞ
れ
解
題
と
内
容
の
解

説
が
附
さ
れ
、
絵
を
み
る
も
の
に
は
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
嬉
し
い
限
り
で
す
。
さ
ら
に
近
年
、
基
底
素
材
で
あ
る
画
絹
の
経
緯
が
ス
ケ
ー
ル
を
入
れ
七㎜
×
七㎜
の

正
方
形
で
撮
影
さ
れ
、
正
確
に
画
絹
の
本
数
が
数
え
ら
れ
る
の
も
画
期
的
で
、
今
後
の
画
絹
調
査
の
手
本
に
な
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

本
書
に
掲
載
さ
れ
る
研
究
成
果
の
一
端
を
示
す
各
論
が
、
学
際
研
究
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
は
と
も

あ
れ
鮮
明
な
カ
ラ
ー
全
図
及
び
部
分
図
を
ま
ず
は
み
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
お
す
す
め
し
た
い
。

■ 
待
ち
焦
が
れ
た
研
究
報
告
書 

■

　
　
　
　
　
　有
賀 

祥
隆 

（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

羅
漢
と
は
釈
迦
亡
き
後
、
弥
勒
が
下
生
す
る
ま
で
釈
迦
の
教
え
を
護
持
す
る
た
め
涅
槃

に
は
い
る
こ
と
な
く
こ
の
世
に
と
ど
ま
る
聖
者
で
、
時
間
を
超
越
し
た
生
命
、
人
智
を

超
え
た
神
通
力
を
持
つ
と
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
世
界
で
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

大
徳
寺
所
蔵
の
絹
本
著
色
五
百
羅
漢
図
（
重
要
文
化
財
）
は
、
中
国
浙
江
省
寧
波

郊
外
の
東
銭
湖
畔
に
あ
っ
た
恵
安
院
の
僧
・
義
紹
の
勧
進
に
よ
り
地
元
の
有
力
氏
族
の

寄
進
を
受
け
て
制
作
さ
れ
、
林
庭
珪
と
周
季
常
と
い
う
二
人
の
絵
師
が
制
作
に
関
わ
っ
た
。

こ
の
五
百
羅
漢
図
は
、
中
国
天
台
宗
の
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
浙
江
省
天
台
山
の

石
橋
に
示
現
す
る
と
い
う
五
百
羅
漢
の
信
仰
に
由
来
す
る
。
五
百
人
の
羅
漢
の
姿
を
濃
厚

な
彩
色
と
巧
み
な
水
墨
技
法
に
よ
っ
て
描
く
も
の
で
、
宋
代
仏
画
を
代
表
す
る
名
品
。

一
幅
に
五
人
の
羅
漢
を
配
す
る
形
で
百
幅
に
合
計
五
百
人
の
羅
漢
を
描
い
て
い
る
。
画
中
に

金
泥
銘
文
が
記
さ
れ
た
画
幅
が
相
当
数
含
ま
れ
、
南
宋
当
時
の
施
入
者
の
姓
名
、
居
住

地
、
目
的
、
施
入
先
、
勧
進
僧
、
絵
師
名
、
施
入
年
が
判
明
す
る
。

ど
の
よ
う
な
経
路
で
日
本
に
伝
来
し
現
在
に
至
っ
た
の
か
は
不
明
。
元
来
、
鎌
倉
の
寿
福
寺

な
い
し
建
長
寺
に
あ
っ
た
も
の
が
、
小
田
原
北
条
氏
に
移
り
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め

と
北
条
氏
滅
亡
の
際
に
秀
吉
の
手
に
渡
り
、
秀
吉
が
創
建
し
た
方
広
寺
を
経
て
大
徳
寺

に
施
入
、
現
在
大
徳
寺
の
什
宝
と
な
っ
て
い
る
。

豊
臣
秀
吉
が
五
百
羅
漢
図
を
大
徳
寺
に
寄
進
し
た
際
に
、
百
幅
の
う
ち
六
幅
が
す
で
に

失
わ
れ
て
い
た
た
め
、
大
徳
寺
住
持
で
あ
っ
た
天
祐
紹
杲
が
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）

に
絵
師
木
村
徳
応
に
補
作
さ
せ
る
。

一
八
九
四
年
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
キ
ュレ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ

が
企
画
し
た
「
古
代
中
国
仏
教
絵
画
特
別
展
」
に
展
示
さ
れ
た
際
に
十
幅
が
現
地
購
入

さ
れ
、
別
ル
ー
ト
で
海
外
へ
流
出
し
た
二
幅
が
フ
リ
ー
ア
美
術
館
に
所
蔵
。

奈
良
国
立
博
物
館
と
東
京
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
最
先
端
の
機
器
と
技
術
を
駆
使
し

た
光
学
的
調
査
に
よ
る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
。
文
部
科
学
省
特
定
領

域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
―
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学

際
的
創
生
」
（
通
称
に
ん
ぷ
ろ
）
な
ど
の
調
査
成
果
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
報
告
書
を
B
4
判
に
増
補
改
訂
し
、

論
文
・
参
考
資
料
を
追
加
・
加
筆
の
う
え
、
高
精
細
カ
ラ
ー
印
刷
に
て
公
刊
。

最
新
調
査
を
ふ
ま
え
、
研
究
者
に
よ
る
論
文
八
本
、
伝
来
史
料
・
年
表
・
関
連
図
版
な
ど

豊
富
な
資
料
を
収
録
。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎ ■ 

大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
と
は 

■

■ 

本
書
の
概
略 

■

発行：思文閣出版

冊　数 冊

tel

e-mail

書店番線印本書HPの QRコード

〒

□書店経由（この注文票を書店にお渡しください）

□代　　引（書籍代を現品と引き替えにお支払いください）

お名前

ご住所

送本方法

（京都　取引コード　3402）

大徳寺伝来五百羅漢図　 本体 50,000 円（税別）　 ISBN978-4-7842-1743-4



5 0％縮小 7 5％縮小

全
図

銘
文
画
像

3535

林
庭
珪
筆

　淳
熙
七
年（
一
一
八
〇
）

双
鶴
の
供
養

26

　羅
漢
と
鶴
が
対
話
し
て
い
る
よ
う
す
。
羅
漢
が
右
手
で
払
子
を
奮
う
と
、
双
鶴
が
頭
を
上
下
さ
せ
て
応
じ
、
有
髪
の
童
行
は
、
饅
頭

ら
し
き
食
物
を
与
え
て
い
る
。
着
色
の
竹
林
の
表
現
は
秀
逸
で
、
鉱
物
系
と
染
料
系
の
二
系
統
か
ら
な
る
複
数
の
緑
色
を
使
い
分
け
、

林
立
す
る
竹
の
幹
や
節
の
色
味
を
変
化
さ
せ
て
、
適
度
な
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
爽
快
感
を
演
出
し
て
い
る
。
羅
漢
が
手
に
執
る
四
角
い

形
状
の
団
扇
に
墨
竹
を
描
い
て
対
比
さ
せ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
柵
に
渡
さ
れ
た
竹
幹
は
、
そ
の
乾
燥
し
た
よ
う
す
や
丸
味
を
帯
び

た
形
態
ま
で
も
が
的
確
に
表
さ
れ
て
い
る
。
林
庭
珪
が
、
人
物
だ
け
で
な
く
、
着
色
に
よ
る
自
然
景
の
表
現
に
も
習
熟
し
て
い
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
銘
文
か
ら
、
恵
安
院
に
近
隣
す
る
尊
教
院
の
住
僧
に
よ
る
寄
進
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
I
）
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　周
季
常
筆

万
令
郷
正
界
花
女
子
畢
百
二
十
三
娘
施
財
畫
此
入

恵
安
院
常
住
供
養
功
德
随
心
圓
満
保
安
身
位

戊
戌
淳
凞
五
年
幹
僧
義
紹
題

銘
文
10
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宮
中
訪
問

周
季
常
筆

　

淳
熙
五
年（
一
一
七
八
）
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大
徳
寺
が
所
蔵
す
る
南
宋
時
代
の
作
例
82
幅
を
は
じ
め
と
し
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
と
フ
リ
ー
ア
美
術
館
（
と
も
に
米
国
）
に
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